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日時： 平成３０年２月２５日（日）１３時～１５時３０分  天候：曇 気温：５℃      

場所： 神奈川県自然環境保全センター 自然観察園  

テーマ：「野鳥観察を通して自然環境を考えよう」 

観察に先立って観察者の安全に配慮したレクチャーを行いました。 

春一番が吹いたとの報道がある中、自然観察園の風は冷たく、冬鳥もまだいて、多くの鳥達が活発に活動し

ているようでした。観察は鳥類を中心に行い 20種類以上が観察されました。鳥類を観察することで食物連鎖の

頂点にいる人間にとって自然の大切さが感じられる観察会でした。 

 

本日の観察会冊子 

 

水鳥の観察 

 

またヤマアカガエルの卵塊やウグイスカグラ、オニシバリの蕾、マンサク、キジムシロの開花などが観られま 

した。 

 

 

コガモ♂の群れ 

 

マガモ♂（中央） 

 

カルガモ 

 

ツグミ♂ 

 

アカウソ♂ 

 

ヤマアカガエルの卵塊 

自然環境保全センター主催ミニ観察会の当クラブ担当は、毎月第４日曜日と指定された祝日です。午後１時本館 

玄関前集合です。私達と午後のひとときを自然の中で過ごしませんか。 

ＮＰＯ法人 かながわフィールドスタッフクラブ   

http:://www.npokfsc.com/ 


